
９月19日、門川中学校第63回体育大会が開催されました。抜けるような青空のもと、５つの団が
優勝を目指ししのぎを削りました。プログラムの最後は、各団の精鋭たちによる団対抗リレー。
大会一番の盛り上がりを見せました。全校生徒の声援を受け、次の走者にバトンをつなぎます。



◇
と
　
き
　
11
月
15
日(

日)

◇
と
こ
ろ
　
海
浜
総
合
公
園
野
球
場

◇
申
込
先
　
森
川
　
春
夫

1(

63)

６
５
４
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◇
と
　
き
　
11
月
29
日(

日)

◇
と
こ
ろ
　
海
浜
総
合
公
園
テ
ニ
ス
場

◇
申
込
先
　
神
戸
　
誠

1(

63)

４
４
２
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◇
と
　
き
　
11
月
14
日(

土)

◇
と
こ
ろ
　
海
浜
総
合
公
園
多
目
的

広
場

◇
申
込
先
　
久
保
田
　
哲
雄

1(

63)

０
０
８
０

◇
と
　
き
　
12
月
６
日(

日)

◇
と
こ
ろ
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

◇
申
込
先
　
原
田
　
貴
志

1(

63)

１
１
４
０

◇
と
　
き
　
12
月
13
日(

日)

◇
と
こ
ろ
　
海
浜
総
合
公
園
多
目
的

広
場

◇
申
込
先
　
吉
本
　
政
文

1(

63)

１
１
４
０

◇
と
　
き
　
12
月
13
日(

日)

◇
と
こ
ろ
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

◇
申
込
先
　
金
田
　
シ
ゲ
子

1(

63)

４
０
８
２

◇
と
　
き
　
12
月
13
日(

日)

◇
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

◇
申
込
先
　
浜
口
　
一
与

1(

63)

６
１
６
１

◇
と
　
き
　
12
月
６
日(

日)

◇
と
こ
ろ
　
か
ど
が
わ
温
泉
「
心
の

杜
」

◇
申
込
先
　
高
橋
　
儀
晴

1(

63)

１
４
９
８

◇
と
　
き
　
11
月
29
日(

日)

◇
と
こ
ろ
　
中
央
公
民
館

◇
申
込
先
　
長
友
　
幸
夫

1(

63)

１
４
５
４

◇
と
　
き
　
12
月
20
日(

日)

◇
と
こ
ろ
　
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン

タ
ー
体
育
室

◇
申
込
先
　
橋
口
　
総
子

1(

63)

０
９
０
３

◇
と
　
き
　
11
月
22
日(

日)

◇
と
こ
ろ
　
海
浜
総
合
公
園
テ
ニ
ス
場

◇
申
込
先
　
峯
　
幸
男

1
０
９
０
│
８
６
２
３
│
４
１
３
９

◇
と
　
き
　
11
月
29
日(

日)

◇
と
こ
ろ
　
海
浜
総
合
公
園
多
目
的

広
場

◇
申
込
先
　
黒
木
　
浩
一

1
０
８
０
│
１
７
１
２
│
４
２
９
１

◇
と
　
き
　
11
月
29
日(

日)
◇
と
こ
ろ
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

◇
申
込
先
　
黒
木
　
幸
二

1
０
９
０
│
９
７
９
０
│
３
３
８
６

◇
と
　
き
　
11
月
６
日(
金)

◇
と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ふ

れ
あ
い
の
館

◇
申
込
先
　
米
良
　
俊
幸

1(

63)

５
７
７
３

◇
と
　
き
　
11
月
１
日(

日)

◇
と
こ
ろ
　
海
浜
総
合
公
園
野
球
場

◇
申
込
先
　
那
須
　
佳
裕

1
０
９
０
│
１
９
７
８
│
４
１
２
７

◇
と
　
き
　
12
月
６
日(

日)

◇
と
こ
ろ
　
海
浜
総
合
公
園
多
目
的

広
場
・
野
球
場

◇
申
込
先
　
田
中
　
豊
和

1(

63)

７
７
３
９

◇
と
　
き
　
11
月
14
日(

土)

◇
と
こ
ろ
　
海
浜
総
合
公
園
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場

◇
申
込
先
　
小
野
　
吉
重

1(

63)

５
３
５
７

◇
と
　
き
　
11
月
３
日(

火)

◇
と
こ
ろ
　
幸
節
館

◇
申
込
先
　
岩
崎
　
幸
明

1(

63)

１
０
１
４

◇
と
　
き
　
11
月
14
・
15
日(

土
・
日)

◇
と
こ
ろ
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ

ー
・
門
小
・
五
十
鈴
小

体
育
館
等

◇
申
込
先
　
原
田
　
貴
志

1(

63)

１
１
４
０

◇
と
　
き
　
11
月
15
日(

日)

◇
と
こ
ろ
　
海
浜
総
合
公
園
多
目
的

広
場

◇
申
込
先
　
小
川
　
百
合
秋

1(

63)

５
７
４
１

◇
と
　
き
　
11
月
23
日(

月)

◇
と
こ
ろ
　
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

◇
申
込
先
　
安
原
　
く
る
み

1(

63)

６
８
２
２

◇
と
　
き
　
12
月
12
日(

土)

◇
と
こ
ろ
　
海
浜
総
合
公
園
多
目
的

広
場

◇
申
込
先
　
吉
本
　
政
文

1(

63)

１
１
４
０

少
女
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

バ
ド
ミ
ン
ト
ン

ミ
ニ
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

少
林
寺
流
空
手

ミ
ニ
テ
ニ
ス

卓
　
球

太
極
拳

四
半
的
弓
道

野
　
球

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

サ
ッ
カ
ー

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル

弓
　
道

テ
ニ
ス

ラ
グ
ビ
ー

少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

少
年
サ
ッ
カ
ー

少
年
野
球

少
年
・
少
女
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

参
加
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
各
大
会
開
催
日
の
10
日
前

ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

3広報かどがわ10月

【
趣
　
旨
】

門
川
町
の
文
化
芸
術
の
向
上
を
図
る
た
め
、
町
民
の
日

ご
ろ
の
美
術
、
工
芸
等
の
作
品
制
作
活
動
の
発
表
の
場

を
提
供
し
、
町
民
に
そ
れ
ら
の
作
品
を
鑑
賞
す
る
機
会

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
す
る
。

【
期
　
日
】

平
成
21
年
10
月
31
日
（
土
）
〜
11
月
１
日
（
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

【
会
　
場
】

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
門
川
（
南
町
、
文
化
会
館
と
な
り
）

【
募
　
集
】

門
川
町
民
お
よ
び
門
川
町
へ
通
勤
通
学
し
て
い
る
方
を

対
象
と
す
る
。

【
分
　
野
】

書
道
、
絵
画
、
彫
刻
、
写
真
、
陶
芸
、
手
芸
、
工
芸
、

華
道
、
盆
栽
、
山
野
草
、
蘭
な
ど
自
然
物
で
も
人
工
物

で
も
作
品
と
し
て
人
の
手
が
加
わ
っ
た
も
の
は
出
品
を

認
め
る
。

【
規
　
格
】

（
絵
画
）

平
面
に
表
現
さ
れ
た
作
品
な
ら
何
で
も
よ
い
。
創
作
方

法
は
問
わ
な
い
。
大
き
さ
は
50
号
以
内
を
原
則
と
し
、

額
装
、
わ
く
張
り
、
つ
り
紐
つ
き
と
す
る
。
ガ
ラ
ス
は

不
可
。
水
彩
、
鉛
筆
画
、
ク
レ
ヨ
ン
画
、
パ
ス
テ
ル
画

な
ど
は
画
用
紙
の
ま
ま
の
出
品
も
認
め
る
が
、
押
し
ピ

ン
で
と
め
て
展
示
す
る
こ
と
を
了
承
す
る
こ
と
。

（
書
）大き

さ
は
半
切
以
内
を
原
則
と
し
、
額
装
、
軸
装
作
品

と
す
る
。
つ
り
紐
つ
き
。
ガ
ラ
ス
は
不
可
。

（
写
真
）

単
写
真
の
み
と
し
、
四
つ
切
65
cm
×
85
cm
以
内
と
す
る
。

デ
ジ
タ
ル
写
真
可
。
テ
ー
マ
は
問
わ
な
い
。
パ
ネ
ル
張

り
、
又
は
額
装
と
す
る
。
ガ
ラ
ス
不
可
。
つ
り
紐
つ
き

と
す
る
。

（
彫
刻
）

重
量
は
50
kg
以
内
と
し
、
大
き
さ
は
床
面
積
１
㎡
以
内
、

高
さ
２
ｍ
以
内
と
す
る
。
壁
掛
け
作
品
は
、
46
cm
×
38

cm
以
内
、
５
kg
以
内
と
す
る
。
出
品
者
が
自
分
で
搬
入
、

搬
出
可
能
な
作
品
に
限
る
。

（
工
芸
・
陶
芸
）

平
面
作
品
は
、
50
号
以
内
を
原
則
と
す
る
。
立
体
的
な

も
の
は
、
彫
刻
に
準
ず
る
。
出
品
者
が
自
分
で
搬
入
、

搬
出
可
能
な
作
品
に
限
る
。

（
そ
の
他
）

そ
の
他
の
作
品
に
つ
い
て
は
、
特
に
規
格
を
設
け
な
い

が
、
華
道
、
盆
栽
、
蘭
な
ど
に
つ
い
て
は
、
展
示
期
間

中
の
管
理
は
、
出
品
者
が
責
任
を
持
っ
て
行
う
こ
と
と

す
る
。
団
体
単
位
で
出
品
す
る
作
品
に
つ
い
て
は
、
展

示
期
間
中
の
管
理
は
、
団
体
が
責
任
を
持
っ
て
行
う
こ

と
と
す
る
。
額
や
パ
ネ
ル
に
つ
い
て
は
、
危
険
防
止
の

た
め
、
ガ
ラ
ス
の
使
用
は
禁
止
す
る
。
町
内
小
・
中
学

校
か
ら
の
出
品
作
品
に
つ
い
て
は
、
こ
の
要
項
に
定
め

る
も
の
の
ほ
か
別
に
定
め
る
。

【
搬
入
】

出
品
数
は
、
一
分
野
に
つ
き
一
人
２
点
ま
で
と
す
る
。

出
品
票
は
、
前
も
っ
て
記
入
し
、
作
品
に
は
、
作
品
貼

付
票
を
貼
り
付
け
て
く
る
こ
と
。
団
体
で
出
品
さ
れ
る

と
き
は
、
個
人
出
品
票
に
団
体
出
品
票
を
つ
け
て
提
出

す
る
こ
と
。
キ
ャ
プ
シ
ョ
ン
は
、
文
字
統
一
の
た
め
原

則
と
し
て
主
催
者
が
作
成
す
る
。
た
だ
し
、
団
体
単
位

で
出
品
す
る
場
合
は
、
出
品
者
側
で
作
成
し
て
も
よ
い
。

出
品
票
等
は
、
社
会
教
育
課
に
あ
り
ま
す
。

〈
期
日
〉

一
般
出
品：

平
成
21
年
10
月
26
日
（
月
）
〜
28
日
（
水
）

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
６
時
　
時
間
厳
守

学
校
等：

平
成
21
年
10
月
29
日
（
木
）

午
後
３
時
〜
午
後
５
時
　
時
間
厳
守

〈
場
所
〉

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
門
川
（
南
町
、
文
化
会
館
と
な
り
）

【
搬
出
】

作
品
預
票
と
引
換
え
に
作
品
を
搬
出
す
る
こ
と
。
搬
出

期
日
を
過
ぎ
た
作
品
に
つ
い
て
は
、
一
切
の
責
任
を
負

わ
な
い
。

〈
期
日
〉

一
般
出
品：

平
成
21
年
11
月
２
日
（
月
）

午
前
10
時
〜
午
後
６
時
　
時
間
厳
守

学
校
等：

平
成
21
年
11
月
２
日
（
月
）

午
後
３
時
〜
午
後
５
時
　
時
間
厳
守

〈
場
所
〉

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
門
川
（
南
町
、
文
化
会
館
と
な
り
）

【
参
加
賞
】

小
・
中
・
高
校
出
品
者
全
員
に
賞
状
と
参
加
賞
を
、
一

般
出
品
者
、
幼
稚
園
、
保
育
所
出
品
者
全
員
に
参
加
賞

を
贈
る
。

【
主
催
】
門
川
町
・
門
川
町
教
育
委
員
会

【
協
賛
】
門
川
町
文
化
協
会

【
お
問
合
わ
せ
先
】
門
川
町
教
育
委
員
会
　
社
会
教
育
課

1
６
３
│

１
１
４
０
（
内
線
２
６
６
）

作品展実施要項
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産
業
、
商
業
、
文
化
の
一
大
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
「
い
き
い
き
ま
ち
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
in
門
川
」
が
開
催
さ
れ

ま
す
。

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、
本
町
の
特

産
品
や
商
工
業
製
品
お
よ
び
食
料
品

等
の
展
示
即
売
が
行
わ
れ
、
ク
リ
エ

イ
テ
ィ
ブ
セ
ン
タ
ー
の
室
内
で
は
、

門
川
町
総
合
文
化
祭
と
し
て
の
作
品

展
や
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
が
開
催
さ
れ
ま

す
。ま

た
、
屋
内
ス
テ
ー
ジ
で
は
合
唱

や
邦
楽
、
日
本
舞
踊
な
ど
の
発
表
大

会
な
ど
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

屋
外
で
は
、
昨
年
に
引
き
続
き

「
門
川
わ
ん
ぱ
く
相
撲
」
も
開
催
予

定
で
す
。
皆
様
、
お
誘
い
あ
わ
せ
の

上
、
是
非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
後
日
、

各
世
帯
に
チ
ラ
シ
を
配
布
い
た
し
ま

す
。

東
臼
杵
郡
内
の
４
町
村
（
門
川
町
、
美
郷
町
、

諸
塚
村
、
椎
葉
村
）
に
よ
る
東
臼
杵
郡
障
が
い

者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
、
今
年
は
諸
塚
村
で
開
催

さ
れ
ま
す
。

こ
の
大
会
は
、
障
が
い
者
が
ス
ポ
ー
ツ
を
通

じ
て
、
機
能
の
回
復
と
体
力
の
維
持
増
強
を
図

る
と
と
も
に
、
障
が
い
者
に
対
す
る
正
し
い
認

識
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

町
内
か
ら
も
多
く
の
選
手
の
方
が
参
加
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

選
手
の
み
な
さ
ん
に
あ
た
た
か
い
ご
声
援
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し

て
お
互
い
に
元
気
と
勇
気
を
発
信
し
、
全
員
で

盛
り
上
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

【
期
日
】

10
月
14
日
（
水
）
午
前
10
時
開
会
（
雨
天
決
行
）

【
会
場
】

諸
塚
村
総
合
運
動
公
園
人
工
芝
野
球
場

（
雨
天
時
…
諸
塚
村
民
体
育
館
）

6 広報 10月

10月から11月にかけて、下記の日程でまちづく
り懇談会を開催します。本町が抱える課題等につ
いて、町民の皆さんのご理解を戴くとともに、皆
さんの声を平成23年度からスタートする「第５次
門川町長期総合計画」の策定に反映させるために
行うものです。ともに住みよいまちづくりを進め
るために多くの皆さんのご参加をお願いします。

各地区日程と会場

※災害などにより、日程が変更することもあります。
【お問合わせ先】総務企画課（企画政策係） 163-1140（内線251）

開催月日 時　　間 地区名等 構　成　地　区 開　催　場　所

10月13日（火） 19時～
西門川
地区

松瀬・三ヶ瀬・上井野・
大内原

西門川活性化センター

10月21日（水） 19時～
五十鈴
地区

小松・大丸・小園・
城屋敷・中山・五十鈴

五十鈴地区営農集会施設

10月22日（木） 19時～ 南町地区 南町１区・２区・南ヶ丘 クリエイティブセンター

10月26日（月） 19時～ 中央地区
平城東・城ヶ丘・平城西・
栄ヶ丘

日向農協門川支店

10月28日（水） 19時～ 尾末地区 旭町・尾末東・中尾・後向 中尾公民館

10月30日（金） 19時～ 栄町地区
東栄町・西栄町・宮ヶ原・
竹名

門川町商工コミュニティ
センターアピオ

11月４日（水） 19時～ 納屋地区 下納屋・上納屋１区～３区 下納屋公民館

11月６日（金） 19時～ 門川地区 上町・本町 門川町役場

11月９日（月） 19時～ 加草地区 中村・加草１区～５区 加草公民館

11月11日（水） 19時～ 庵川地区
庵川西・須賀崎・庵川東・
牧山・谷ノ山

庵川西公民館
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症
状
は
？

◎
潜
伏
期
　
７
日
程
度

◎
症
状

咳
・
鼻
汁
又
は
、
咽
頭
痛
等
の
気
道
の

炎
症
を
伴
う
症
状
に
加
え
て
38
℃
以
上
の

高
熱
、
熱
感
、
全
身
倦
怠
感
な
ど
が
み
ら

れ
る
。
ま
た
、
下
痢
、
嘔
吐
な
ど
消
化
器

症
状
を
伴
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

自
宅
療
養
の
注
意
点

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
通
常
の
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
の
自
宅
療
養
の
基
本
は
同
じ

で
す
。

１.

自
宅
療
養
時
の
体
調
管
理
・
環
境

・
医
療
機
関
で
処
方
さ
れ
た
薬
は
症
状
が

無
く
な
っ
て
も
必
ず
最
後
ま
で
飲
み
き

り
ま
し
ょ
う
。

・
自
宅
療
養
期
間
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

※
最
短
で
も
熱
が
下
が
っ
た
日
の
翌
日

か
ら
２
日
目
ま
で(

熱
が
下
が
っ
て
も

感
染
力
は
あ
り
ま
す)

※
症
状
が
始
ま
っ
た
日
の
翌
日
か
ら
７

日
目
ま
で

（
大
切
な
仕
事
や
楽
し
み
に
し
て
い
た

行
事
も
あ
き
ら
め
る
選
択
を
）

「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
？
」

○
通
常
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
毎
年
、

秋
以
降
に
流
行
し
ま
す
が
、
今
年
は
豚
に

由
来
す
る
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
発
生

し
て
い
る
こ
と
か
ら
秋
以
降
に
は
通
常
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

が
重
な
っ
て
流
行
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

た
だ
し
、
☆
持
病
の
あ
る
方
々
の
な
か

に
は
、
治
療
の
経
過
や
管
理
の
状
況
に
よ

り
感
染
す
る
と
重
症
化
す
る
リ
ス
ク
が
高

い
と
判
断
さ
れ
る
方
が
い
ま
す
。
手
洗
い

う
が
い
の
励
行
、
人
ご
み
を
さ
け
る
な
ど

し
て
感
染
し
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

☆
慢
性
呼
吸
器
疾
患
☆
慢
性
心
疾
患
☆
糖

尿
病
な
ど
の
代
謝
性
疾
患
☆
腎
機
能
障
害

☆
腎
透
析
☆
ス
テ
ロ
イ
ド
内
服
な
ど
に
よ

る
免
疫
機
能
不
全

さ
ら
に
、
妊
婦
、
幼
児
、
高
齢
者
の

方
々
に
つ
い
て
も
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
重

症
化
す
る
こ
と
が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い

ま
す
。

感
染
予
防
を
心
が
け
か
か
り
つ
け
の
医

師
が
い
る
方
は
、
発
症
時
の
対
応
に
つ
い

て
も
相
談
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
ら

の
方
は
、
症
状
が
あ
る
と
き
に
は
、
早
期

に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

う
。
衣
類
や
寝
具
は
、
洗
剤
を
使
っ
て
通

常
ど
お
り
の
洗
濯
を
、
洗
濯
機
に
か
け
ら

れ
な
い
も
の
は
８
時
間
程
度
干
し
ま
し
ょ

う
。
療
養
者
が
頻
繁
に
さ
わ
る
ド
ア
の
ノ

ブ
、
便
座
、
ト
イ
レ
の
レ
バ
ー
な
ど
消
毒

薬
で
ふ
き
取
る
と
感
染
予
防
に
な
り
ま
す
。

小
児
の
保
護
者
の
方
々
へ
（
参
照：

日
本

小
児
科
学
会
）

☆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
様
症
状
（
発
熱
、
気

道
症
状
）
が
み
ら
れ
た
ら
早
期
に
受
診

し
て
く
だ
さ
い
。

☆
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
よ
り
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
脳
症
を
発
症
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。「
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳
症
の
早

期
症
状
」
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。
お

子
様
に
こ
ん
な
症
状
が
み
ら
れ
た
場
合
、

医
療
機
関
を
受
診
す
る
よ
う
に
し
ま
し

ょ
う
。

発
熱
、
咽
頭
痛
な
ど
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
様
症
状
に
加
え
①
〜
③
の
ど
れ
か
が
み

ら
れ
る
。

①
呼
び
か
け
に
答
え
な
い
な
ど
意
識
レ
ベ

ル
の
低
下
が
見
ら
れ
る

②
痙
攣
重
積
及
び
痙
攣
後
の
意
識
障
害
が

持
続
す
る

③
意
味
不
明
の
言
動
が
見
ら
れ
る

※
痙
攣
重
積
…
痙
攣
発
作
が
30
分
以
上
持

続
し
た
状
態
や
痙
攣
発
作
を
繰
り
返
し

30
分
以
上
意
識
が
回
復
し
な
い
状
態

☆
強
い
解
熱
剤
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
脳

症
の
予
後
を
悪
化
さ
せ
る
の
で
、
必
ず

・
安
静
に
し
て
十
分
な
睡
眠
を
と
り
ま
し

ょ
う

・
水
分
補
給
を
こ
ま
め
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
食
事
は
口
当
た
り
が
良
く
、
や
わ
ら
か

く
、
消
化
の
良
い
も
の
で
無
理
な
く
食

べ
ら
れ
る
も
の
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
１
日
１
回
は
、
体
温
を
測
り
記
録
し
て

お
き
ま
し
ょ
う

・
部
屋
の
湿
度
を
高
め
（
50
〜
60
％
）
に

し
ま
し
ょ
う
。

・
１
日
数
回
の
部
屋
の
換
気
を
し
ま
し
ょ

う
２.

家
族
の
方
な
ど
へ
の
感
染
予
防

☆
看
護
を
し
た
後
な
ど
、
手
を
こ
ま
め
に

洗
い
ま
し
ょ
う
。

☆
看
護
す
る
と
き
に
は
、
な
る
べ
く
マ
ス

ク
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

☆
療
養
す
る
部
屋
を
専
用
に
し
ま
し
ょ
う
。

・
専
用
に
で
き
な
い
場
合
は
、
世
話
を
す

る
時
以
外
は
、
療
養
者
か
ら
１
〜
２
ｍ

以
上
離
れ
ま
し
ょ
う
。

・
喘
息
や
心
疾
患
、
糖
尿
病
、
妊
娠
中
の

方
な
ど
免
疫
力
の
弱
っ
て
い
る
方
は
、

な
る
べ
く
看
病
を
行
わ
な
い
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

☆
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

療
養
者
の
咳
が
続
い
て
い
る
場
合
は
、

マ
ス
ク
を
着
け
て
他
の
人
へ
の
感
染
を
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

〔
食
器
な
ど
衛
生
的
な
取
り
扱
い
〕

療
養
者
の
使
っ
た
食
器
は
流
水
と
洗
剤

を
使
っ
て
ウ
イ
ル
ス
を
洗
い
流
し
ま
し
ょ
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イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
と
高
齢
者

は
、
肺
炎
な
ど
の
合
併
症
を
起
こ
し
や
す

く
、
重
症
化
し
や
す
く
な
り
ま
す
。

こ
れ
を
防
ぐ
に
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と
も
有
効
な
手
段

で
す
。

こ
の
予
防
接
種
は
希
望
さ
れ
る
方
の
任
意

接
種
と
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
医
師
の

説
明
を
受
け
、
効
果
や
副
反
応
な
ど
に
つ

い
て
理
解
さ
れ
た
う
え
で
体
調
の
良
い
と

き
に
受
け
て
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】

門
川
町
に
住
民
票
が
あ
り
、
次
の
①
、
②

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
方
で
す
。

①
満
65
歳
以
上
の
者
（
法
定
接
種
の
対
象

者
）

②
満
60
歳
〜
65
歳
未
満
の
者
で
心
臓
、
腎

臓
、
呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
ヒ
ト
免
疫

不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
り
免
疫
機
能
に
障

害
が
あ
り
、
身
体
障
害
者
手
帳
１
級
を

有
す
る
者

解
熱
剤
は
、
か
か
り
つ
け
の
医
師
の
指

示
の
も
と
お
使
い
く
だ
さ
い
。
前
回
の

薬
の
残
り
な
ど
を
自
己
判
断
し
て
使
用

さ
れ
る
の
は
お
や
め
く
だ
さ
い
。

妊
婦
・
授
乳
中
の
方
々
へ

（
参
照：

日
本
産
科
婦
人
科
学
会
）

☆
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
様
症
状
が
で
た
と
き

は
、
か
か
り
つ
け
産
婦
人
科
を
極
力
避

け
、
地
域
の
一
般
病
院
に
あ
ら
か
じ
め

電
話
を
し
て
で
き
る
だ
け
早
期
に
受
診

し
ま
す
。

☆
母
乳
を
介
し
た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

感
染
の
可
能
性
は
現
在
の
と
こ
ろ
知
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
。
母
乳
は
安
全
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
し
か
し
、
母
親
が
直
接
授

乳
や
こ
ど
も
の
ケ
ア
を
行
う
た
め
に
は

次
の
３
条
件
が
そ
ろ
っ
て
い
る
こ
と
が

必
要
で
す
。

①
タ
ミ
フ
ル
・
リ
レ
ン
ザ
を
２
日
以
上
服

用
し
て
い
る
こ
と

②
熱
が
下
が
っ
て
平
熱
と
な
っ
て
い
る
こ

と
③
咳
や
、
鼻
汁
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と

こ
ど
も
と
接
触
す
る
前
に
手
を
よ
く
洗
い

マ
ス
ク
を
着
用
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

門
川
町
役
場
　
町
民
課
　
健
康
づ
く
り
係

1
０
９
８
２
│

６
３
│

１
１
４
０

(

内
線
２
２
３)

【
実
施
期
間
】

平
成
21
年
10
月
13
日
〜
平
成
21
年
12
月
19

日
ま
で

【
自
己
負
担
】
千
円

（
生
活
保
護
世
帯
の
方
は
、
無
料
と
な
り
ま

す
。
接
種
の
と
き
に
受
給
証
明
書
の
提
出

を
お
願
い
し
ま
す
）

【
実
施
医
療
機
関
】

門
川
町
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
を
委
託
し
て
い
る
町
内
の
医
療
機
関

は
、
日
向
病
院
・
田
中
病
院
・
白
石
病

院
・
長
田
整
形
外
科
・
森
迫
胃
腸
科
内

科
・
柴
尾
医
院
で
す
。

日
向
市
・
延
岡
市
の
医
療
機
関
で
も
予

防
接
種
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、

か
か
り
つ
け
の
病
院
窓
口
で
お
確
か
め
く

だ
さ
い
。

【
お
問
合
わ
せ
先
】

町
民
課
　
健
康
づ
く
り
係

病院名
日向病院

田中病院

白石病院
長田整形外科

森迫胃腸科内科

柴尾医院

※予約制になっておりますので、直接電話でお問い合わせ下さい。

不要

不要
不要

不要

不要

予約の有無 接種曜日 接種時間

月～金

月～金
土

月・火・水・金

月・火・木・金

水
土

月～金

土

８:３０～１２:００
１４:００～１７:００

１４:００～１７:００
８:３０～１２:００

１４:００～１８:００
８:３０～１２:００

１４:００～１７:００
８:３０～１１:００
８:３０～１１:３０
８:３０～１２:００

１４:００～１７:３０
８:３０～１１:３０
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22年度の年税額の残りの

３分の１ずつ

普通徴収（集合税）

2000

徴収方法

平成21年10月支給分の年金から引き落としが始まります。
（例）公的年金に係る税額が、12,000円の場合

これまで
・ ・ ・ ・

の納め方

期　別

税額(円)

割　合

徴収方法

期別

年金支給月

税額(円)

割合
年税額の

8分の１

年税額の

8分の１

年税額の

8分の１

年税額の

8分の１

年税額の

6分の１

年税額の

6分の１

年税額の

6分の１

1500 1500 1500 1500 2000 2000

１期 ２期 ３期 ４期

１０月 １２月 ２月

５期から１０期に相当

特別徴収（年金天引き）

年税額の

10分の１

1200

１期

普　通　徴　収（集合税）

４・６・８月は、前年度の２月の税額と同額を引き落
とします。
10・12・２月は、年税額から４・６・８月の税額を差

し引いた残りの税額を引き落とします。

平成21年度
・ ・ ・ ・ ・

の納め方 平成22年度
・ ・ ・ ・ ・

の納め方

年税額の

10分の１

1200

２期

年税額の

10分の１

1200

３期

年税額の

10分の１

1200

４期

年税額の

10分の１

1200

５期

年税額の

10分の１

1200

６期

年税額の

10分の１

1200

７期

年税額の

10分の１

1200

８期

年税額の

10分の１

1200

９期

年税額の

10分の１

1200

１０期

特別徴収（年金天引き）徴収方法

年金支給月

税額(円)

割合 前年度の２月分と同じ

４月

2000 2000 2000 2000 2000 2000

６月 ８月 １０月 １２月 ２月

→

門川町町税制度改革審議

会の岩佐誠会長から、曽川

町長に平成21年８月17日

に、現在の「集合税方式を

単税方式にすることが望ま

しい」旨の答申書が提出さ

れました。

これを受けて町長は、平

成21年第３回定例町議会

で９月15日に、「町税の徴

収等に関する条例を廃止する条例」を上程し、全員一致で可決されました。

これにより、47年間続いた集合税が廃止され、全国標準的な、わかりやすい単

税方式に改正されます。実施時期は、平成23年度からですが、これによりコンビ

ニ収納の導入も可能となり、納税窓口を広く町民に提供することができることに

なります。
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定
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
今
後
も
こ
の
自

然
と
ふ
れ
あ
う
た
め
に
、
ど
の
よ
う
に
水

辺
の
環
境
を
守
っ
て
い
け
ば
い
い
の
か
を
、

子
ど
も
た
ち
に
問
い
か
け
ま
し
た
。
今
回

の
調
査
を
通
し
て
、
身
近
な
五
十
鈴
川
の

状
況
が
把
握
さ
れ
、
よ
り
よ
い
水
辺
環
境

の
保
全
に
向
け
た
取
組
が
広
が
っ
て
い
く

こ
と
を
希
望
し
ま
す
。

９
月
11
日
、
五
十
鈴
小
学
校
４
年
生
の

児
童
が
、
日
向
保
健
所
の
協
力
の
も
と
、

五
十
鈴
川
の
水
辺
環
境
の
調
査
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
こ
の
調
査
は
、
身
近
な
五
十

鈴
川
に
住
む
生
き
物
を
調
べ
、
水
の
き
れ

い
さ
を
知
り
、
水
辺
に
親
し
む
こ
と
で
、

水
辺
の
環
境
に
つ
い
て
の
関
心
を
高
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

児
童
は
、
目
を
閉
じ
て
水
辺
の
音
に
耳

を
す
ま
せ
た
り
、
水
の
に
お
い
を
か
い
だ

り
と
、
五
感
を
使
っ
て
自
然
を
感
じ
取
り

ま
し
た
。
ま
た
、
パ
イ
プ
を
使
用
し
て
水

の
透
明
度
を
調
べ
、
パ
ッ
ク
テ
ス
ト
で
水

質
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
水
が
試
薬
と
反

応
し
て
色
が
変
化
す
る
と
、
児
童
ら
は
、

「
変
わ
っ
た
！
」を
嬉
し
そ
う
に
声
を
上
げ
、

興
味
深
そ
う
に
じ
っ
と
見
つ
め
て
い
ま
し

た
。そ

の
後
、
浅
瀬
に
入
っ
て
小
さ
な
生
き

物
を
探
し
ま
し
た
。
児
童
ら
は
、
目
を
凝

ら
し
て
や
っ
と
見
え
る
ほ
ど
の

小
さ
な
生
き
物
が
、
水
の
中
に

た
く
さ
ん
住
み
つ
い
て
い
る
こ

と
に
驚
い
た
様
子
で
、
夢
中
に

な
っ
て
生
き
物
を
探
し
て
い
ま

し
た
。

最
後
に
、
調
査
し
た
結
果
を

ま
と
め
、
五
十
鈴
川
の
水
辺
が

ど
の
よ
う
な
環
境
な
の
か
を
判

五十鈴川の水の透明度を調査 どんな生き物が見つかった？

９月18日、百歳以上の長寿をお祝いするため、ご自宅や高齢者福祉複合施設・ふれ
あい地球館を訪問して、花束や記念品をお届けしました。（対象者は、明治43年３月31
日までにお生まれになった方で、本町では11名の方です。）
皆様とも、健やかに過ごされておりました。

お問い合わせ先　福祉課地域福祉係（内線233）
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携
帯
電
話
を
操
作
し
て
い
る
最
中
は
周
り
の
こ
と
を

ま
っ
た
く
気
に
し
て
な
い
か
ら
ね
。
警
戒
心
が
な
い

か
ら
、
俺
も
簡
単
に
近
づ
け
た
ね

こ
ん
な
時
間
帯
を
狙
っ
た
!!

通
学
時
間
帯
の
午
前
６
時
30
分
〜
午
前
７
時
30
分
こ

ろ
ま
で

子
ど
も
た
ち
が
必
ず
い
る
時
間
帯
だ
か
ら
、
狙
い
が

定
め
や
す
い
ん
だ
よ
。

午
後
11
時
〜
午
前
２
時
こ
ろ
ま
で
の
深
夜
の
時
間
帯

大
人
の
女
性
は
こ
の
時
間
帯
が
狙
い
目
だ
ね
！
人
通

り
も
少
な
い
し
、
誰
か
に
見
ら
れ
る
心
配
が
な
い
か

ら
ね
。
オ
レ
は
こ
の
時
間
帯
に
コ
ン
ビ
ニ
や
駅
か
ら

帰
る
女
性
を
よ
く
狙
っ
た
よ
。

こ
ん
な
場
所
を
狙
っ
た
!!

人
気
の
な
い
場
所

学
校
の
通
学
路
は
表
通
り
か
ら
少
し
入
っ
た
裏
通
り

に
あ
る
こ
と
が
多
い
か
ら
、
人
気
の
な
い
と
こ
ろ
は

い
っ
ぱ
い
あ
る
よ
。

人
の
目
が
行
き
届
い
て
い
な
い
場
所

オ
レ
は
必
ず
エ
ッ
チ
な
こ
と
を
す
る
場
所
を
車
で
走

り
回
っ
て
下
見
を
す
る
け
ど
、
こ
う
し
て
車
で
ぐ
る

ぐ
る
回
っ
て
い
る
と
自
然
と
分
か
っ
て
く
る
ん
だ
。

ゴ
ミ
の
出
し
方
が
汚
い
と
か
雑
草
が
い
っ
ぱ
い
生
え

て
い
る
と
か
、
そ
う
い
っ
た
地
域
の
目
が
行
き
届
い

て
い
な
い
町
内
は
、
エ
ッ
チ
な
こ
と
が
簡
単
に
で
き

た
よ
。

草
木
が
茂
っ
て
い
て
、
周
り
か
ら
見
え
に
く
い
場
所

誰
か
に
見
ら
れ
て
、
捕
ま
り
た
く
な
い
か
ら
な
！

〜
あ
る
ち
か
ん
の
ひ
と
り
言
〜

オ
レ
は
女
性
に
エ
ッ
チ
な
こ
と
を
し
て
喜
ぶ
男
…

そ
う
、
痴
漢
（
チ
カ
ン
）
だ
よ
！

「
公
然
わ
い
せ
つ
」
っ
て
い
う
エ
ッ
チ
な
こ
と
を
繰

り
返
し
て
き
た
オ
レ
だ
け
ど
、
と
う
と
う
警
察
の
お

世
話
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
…
せ
め
て
も
の
罪
滅
ぼ
し

に
チ
カ
ン
が
考
え
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
や
る
か

ら
、
よ
〜
く
聞
い
と
け
よ
！

こ
ん
な
女
性
を
狙
っ
た
!!

一
人
で
登
校
し
て
い
る
小
学
生
や
中
学
生
の
女
の
子

ど
う
し
て
か
っ
て
？

一
人
だ
と
恥
ず
か
し
が
っ
て
警
察
に
届
け
な
い
こ
と

が
多
い
か
ら
さ
！

一
人
歩
き
の
女
性

携
帯
電
話
を
使
い
な
が
ら
歩
く
女
性

ヤ
ミ
金
融
と
は

国
や
県
の
登
録
を
受
け
ず
に
高
金
利
で
貸
し
つ
け
、

き
び
し
い
取
り
立
て
を
行
う
違
法
業
者
で
す
。

特
徴

●
「
低
金
利
」「
即
日
融
資
」
な
ど
と
書
か
れ
た
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー
ル
や
は
が
き
、
広
告
、
電
話
等
で
、

正
規
の
登
録
業
者
（
又
は
、
類
似
し
た
業
者
名
）

を
使
っ
て
、
勧
誘
し
ま
す
。

●
連
絡
を
取
る
と
、
巧
み
な
話
術
で
お
金
を
だ
ま
し

取
ろ
う
と
し
ま
す
。
本
人
の
住
所
、
電
話
番
号
、

勤
務
先
だ
け
で
な
く
、
親
・
兄
弟
・
親
戚
の
連
絡

先
ま
で
聞
き
出
し
ま
す
。

●
融
資
を
断
っ
た
り
、
返
済
が
遅
れ
た
り
す
る
と
、

職
場
や
親
戚
ま
で
、
嫌
が
ら
せ
（
脅
迫
的
な
言
動

な
ど
）
を
行
い
、
利
用
者
を
精
神
的
に
追
い
込
み
、

違
法
な
高
金
利
を
支
払
わ
せ
よ
う
と
し
ま
す
。

対
策

◎
必
ず
貸
金
業
者
登
録
の
有
無
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

◎
顔
の
見
え
な
い
相
手
か
ら
の
融
資
は
避
け
ま
し
ょ
う
。

◎
う
ま
い
話
に
惑
わ
さ
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◎
安
易
に
住
所
や
電
話
番
号
や
勤
務
先
を
教
え
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

被
害
に
あ
っ
た
と
き
の
連
絡
先

宮
崎
県
警
察
本
部
　
警
察
安
全
相
談
室

０
９
８
５
│

２
６
│

９
１
１
０

短
縮
ダ
イ
ヤ
ル
♯
９
１
１
０

（
月
〜
金
）
８
時
30
分
〜
17
時
45
分

ヤ
ミ
金
融
を
防
ぐ
に
は

13広報かどがわ10月

現
在
、
門
川
町
内
に
お
い
て
、
女
性

に
対
す
る
つ
き
ま
と
い
や
公
然
わ
い
せ

つ
等
の
事
案
が
多
発
し
て
お
り
ま
す
!!

14 広報かどがわ10月

小
学
校
の
児
童
の
安
全
を
守
る
た
め
に
、
宮

崎
県
の
教
育
庁
か
ら
委
託
さ
れ
て
安
田
さ
ん
が

毎
日
見
守
り
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

毎
日
、
朝
の
７
時
30
分
〜
10
時
30
分
と
昼
の

14
時
〜
17
時
の
２
校
ず
つ
巡
回
し
て
い
ま
す
。

皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

ま
た
、
不
審
な
人
を
見
か
け
た
ら
安
田
さ
ん

や
役
場
の
教
育
委
員
会
に
ご
連
絡
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

（
連
絡
先：

1
０
９
８
２
│

６
３
│

１
１
４
０
）
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～大漁で大喜びした話～

天保十年は、2月に鰹が加草浜に上がったり、向ヶ浜にフ

カが上がったりおかしなことが続いたので、村の人たちは今

年の漁はどうだろうかと心配していました。春から夏までは

鰹漁も不振で、その他の魚もとれなかったのですが、盆前に

なって鯖が釣れ、7月15日から鰹が釣れ出して大漁になりま

した。さらにその年は、大阪方面で鰹節の値段が高値となっ

たので、浜での取引値段も上がりました。この頃に掛け買い

という投機的な取引が始まったこともあって、ますます高値

となりましたが、大阪で高く売れるので浜で買い取る人は多く、今日作った鰹節が、明日ま

で残ることが

ないほどでした。魚問屋も大いに儲かり、浦も在も景気がよくなって大喜びしました。

さらに12月末には、ひらご鰯が大漁となり、なるこ浜で干して、塩ものにして宮崎方面に

積みだして大儲けしたことが記録されています。

※浦＝尾末浦（漁村部）、在
ざい

＝門川村（農村部）

〜
前
略
〜

十
二
月
廿
七
日
よ
り

一
、
ひ
ら
ご
鰯
と
れ
惣
兵
衛
殿
網
鰹
船
ニ
而
拾
弐
参
盃

尾
末
金
次
郎
七
八
盃
と
り
申
候
事
尤
金
太
郎
網
者

天
料
幡
浦
銀
六
殿
網
也
此
節
内
ニ
も
惣
兵
衛
殿
網
ノ
分

船
弐
盃
銀
六
殿
網
も
弐
盃
都
合
四
艘
ニ
て
六
七
百
桶
買

な
る
こ
浜
干
尤
塩
か
き
ニ
致
下
江
も
積
出
し
此
節

金
拾
五
両
斗
徳
用
御
座
候
事

※
鰹
釣
船
は
、
だ
い
た
い
十
四
〜
十
五
人
乗
り
。

そ
の
船
で
十
二
〜
十
三
杯
の
ひ
ら
ご
鰯
が
捕
れ
た
と
い

う
こ
と
。

※
天
料
＝
天
領
の
こ
と
。
金
太
郎
網
は
、
実
質
、
幡
浦
の
銀

六
の
網
と
い
う
こ
と
。
他
領
の
者
が
網
の
権
利
を
持
つ
こ

と
が
で
き
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

※
網
に
は
運
上
（
税
金
）
が
か
か
り
ま
す
。
運
上
金
を
払
う

こ
と
で
網
の
権
利
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

※
下
江
も
（
下
へ
も
）=

下
と
い
う
の
は
、
下
日
向
（
又
は

下
郡
と
も
い
う
）
の
こ
と
で
、
今
の
宮
崎
市
付
近
を
指
し

ま
す
。
江
戸
時
代
は
、
宮
崎
市
付
近
は
、
延
岡
藩
の
所
領

だ
っ
た
の
で
、
延
岡
（
上
）
に
対
し
て
、
下
、
下
日
向
と

い
う
呼
び
方
を
し
ま
し
た
。
今
で
も
、
上
日
向
と
い
う
呼

び
方
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
も
当
時
の
名
残
で
し
ょ
う
。

クリンソウ

勝蓮寺天井画紹介［第25回］

トロロアオイ
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老
齢
基
礎
年
金
は
、
二
五
年
の
資
格
期
間

を
満
た
し
た
方
が
、
六
五
歳
に
な
る
と
支
給

さ
れ
ま
す
。

老
齢
基
礎
年
金
な
ど
の
公
的
年
金
は
、
支

給
さ
れ
る
条
件
が
そ
ろ
え
ば
自
動
的
に
支
給

さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
人
が
、

必
要
な
書
類
を
提
出
し
て
、「
裁
定
請
求
」

と
い
う
手
続
き
を
行
い
、
そ
れ
が
認
め
ら
れ

て
、
は
じ
め
て
支
給
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

裁
定
請
求
書
の
事
前
送
付

平
成
一
七
年
一
〇
月
か
ら
、
裁
定
請
求
漏

れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
二
五
年
以
上
の
加
入
期

間
が
あ
っ
て
老
齢
基
礎
年
金
等
の
受
給
年
齢

（
老
齢
基
礎
年
金
で
は
六
五
歳
）
を
迎
え
る

方
を
対
象
に
し
て
、
受
給
年
齢
に
な
る
三
ヵ

月
前
に
、
社
会
保
険
庁
か
ら
、
同
庁
が
管
理

し
て
い
る
年
金
加
入
記
録
等
を
あ
ら
か
じ
め

印
字
し
た
「
裁
定
請
求
書
」
な
ど
の
書
類
が
、

事
前
に
送
付
さ
れ
て
き
ま
す
。

こ
の
事
前
送
付
さ
れ
た
裁
定
請
求
書
を
受

け
取
っ
た
方
は
、
印
字
さ
れ
た
内
容
を
確
認

し
て
、
漏
れ
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
訂
正
す

る
な
ど
し
て
、
そ
の
裁
定
請
求
書
と
必
要
な

貼
付
書
類
を
指
定
さ
れ
た
場
所
（
市
区
町
村

役
場
、
社
会
保
険
事
務
所
）
に
郵
送
ま
た
は

来
訪
に
よ
っ
て
提
出
し
て
、
裁
定
請
求
の
手

今
月
の
移
動
年
金
相
談

月
に
１
度
、
日
向
市
で
移
動

年
金
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

年
金
相
談
や
年
金
請
求
の
手
続

き
が
で
き
ま
す
。
年
金
手
帳
・

印
鑑
を
お
忘
れ
な
く
ご
持
参
く

だ
さ
い
。
代
理
の
方
が
相
談
さ

れ
る
場
合
は
委
任
状
と
身
分
証

明
書
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

日
時10

月
22
日
（
木
）

午
前
10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

場
所日

向
市
中
央
公
民
館

続
き
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

一
方
、
二
五
年
の
加
入
期
間
が
不
足
し
て

い
る
方
に
は
、
こ
の
裁
定
請
求
書
が
事
前
送

付
さ
れ
ず
、
か
わ
り
に
「
年
金
に
関
す
る
お

知
ら
せ
」
と
い
う
注
意
を
喚
起
す
る
た
め
の

ハ
ガ
キ
が
社
会
保
険
庁
か
ら
、
同
じ
く
受
給

年
齢
に
な
る
三
ヵ
月
前
に
送
ら
れ
て
き
ま

す
。し

か
し
、
加
入
期
間
が
二
五
年
に
満
た
な

い
か
ら
と
い
っ
て
、
は
じ
め
か
ら
裁
定
請
求

の
手
続
き
を
あ
き
ら
め
な
い
で
く
だ
さ
い
。

カ
ラ
期
間
に
つ
い
て

公
的
年
金
に
は
、「
カ
ラ
期
間
」
と
い
う

も
の
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
カ
ラ
期
間
と

は
、
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
二

五
年
の
資
格
期
間
に
は
含
ま
れ
る
期
間
の
こ

と
で
す
。
こ
の
カ
ラ
期
間
と
年
金
の
加
入
期

間
を
合
わ
せ
た
期
間
が
二
五
年
以
上
あ
れ

ば
、
老
齢
基
礎
年
金
の
資
格
期
間
を
満
た
し

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

主
な
カ
ラ
期
間
は
、
国
民
年
金
に
任
意
加

入
で
き
た
の
に
任
意
加
入
し
な
か
っ
た
期
間

な
ど
、
次
の
四
つ
の
期
間
の
う
ち
、
昭
和
三

六
年
四
月
以
後
の
二
〇
歳
以
上
六
〇
歳
未
満

の
期
間
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

①
厚
生
年
金
等
の
加
入
者
の
被
扶
養
配
偶
者

で
あ
っ
た
昭
和
六
一
年
三
月
以
前
の
期
間

②
学
生
で
あ
っ
た
平
成
三
年
三
月
以
前
の
期
間

③
海
外
在
住
の
期
間
（
任
意
加
入
で
き
な
か

っ
た
昭
和
六
一
年
三
月
以
前
の
期
間
を
含

め
ま
す
）

④
厚
生
年
金
・
船
員
保
険
か
ら
脱
退
手
当
金

を
受
け
た
昭
和
六
一
年
三
月
以
前
の
期
間

（
昭
和
六
一
年
四
月
以
後
に
国
民
年
金
の

加
入
期
間
が
あ
る
場
合
に
限
り
ま
す
）

ご
自
分
に
、
こ
れ
ら
の
カ
ラ
期
間
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
方
は
、
年
金
の
受
給
権
に
結
び

つ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
市
区
町
村
役

場
ま
た
は
社
会
保
険
事
務
所
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

※
カ
ラ
期
間
は
、
障
害
や
遺
族
基
礎
年
金
の

受
給
に
必
要
な
資
格
期
間
を
判
定
す
る
場
合

に
お
い
て
も
、
同
様
に
計
算
の
対
象
と
さ
れ

ま
す
。

※
老
齢
基
礎
年
金
の
資
格
期
間
を
満
た
し
て

厚
生
年
金
の
加
入
期
間
が
一
年
以
上
あ
る
昭

和
三
六
（
女
子
は
四
一
）
年
四
月
一
日
以
前

生
ま
れ
の
方
に
つ
い
て
は
、
生
年
月
日
に
応

じ
て
老
齢
厚
生
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

詳
細
は
、
国
民
年
金
窓
口
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

延
岡
社
会
保
険
事
務
所

1
０
９
８
２
│

２
１
│

５
４
２
４
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や
協
賛
金
の
減
少
等
が
予
想
さ
れ
、
い
か

に
今
ま
で
の
花
火
大
会
規
模
の
維
持
を
し

て
い
く
か
と
い
う
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、

花
火
大
会
を
含
め
観
光
事
業
を
通
じ
て
門

川
町
の
活
性
化
と
発
展
に
繋
が
る
よ
う
努

め
て
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
町
民
の

皆
様
、
企
業
・
団
体
の
皆
様
の
ご
支
援
ご

協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

地
区
協
賛
金
　
２
、２
１
８
、３
５
０
円

企
業
・
団
体
　

４
６
７
、４
０
０
円

門
川
町
観
光
協
会

第
24
回
か
ど
が
わ
納
涼
花
火
大
会
実
行
委
員
会

８
月
29
日
（
土
）
庵
川
漁
港
を
メ
イ
ン

観
覧
場
と
い
た
し
ま
し
て
、「
第
24
回
か
ど

が
わ
納
涼
花
火
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
午
後
８
時
か
ら
打
ち
上
げ
が
始
ま
り
、

約
４
、０
０
０
発
の
花
火
が
門
川
の
夜
空
を

彩
り
ま
し
た
。
町
内
外
か
ら
訪
れ
た
約
２

万
人
の
観
客
の
皆
さ
ん
も
、
夏
の
終
わ
り

の
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
さ
れ
た
こ
と
と

思
い
ま
す
。

大
会
の
開
催
に
あ
た
り
ま
し
て
は
、
ご

協
賛
い
た
だ
き
ま
し
た
町
民
の
皆
様
、
企

業
・
団
体
様
を
は
じ
め
、
取
り
ま
と
め
い

た
だ
き
ま
し
た
区
長
の
皆
様
、
運
営
に
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
消
防
団
、
日
赤
奉

仕
団
、
警
察
、
海
上
保
安
署
の
皆
様
、
翌

早
朝
よ
り
清
掃
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
皆
様
等
、
多
く
の
方
々
よ
り
お
力
添
え

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
心
よ
り
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

な
お
、
皆
様
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
協
賛
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
下
記
の

と
お
り
で
ご
ざ
い
ま
す
。
町
補
助
金
等
と

あ
わ
せ
ま
し
て
、
花
火
代
金
２
、５
０
０
、

０
０
０
円
の
ほ
か
、
広
告
、
警
備
費
、
会

場
設
営
費
等
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ご
協
賛
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。来

年
度
以
降
、
花
火
代
金
の
値
上
が
り

※
ご
都
合
の
よ
い
日
時
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

●
費
用
　
無
料

●
会
場

門
川
町
立
図
書
館
　
２
階
　
情
報
研
修
室

●
受
講
資
格
　
原
則
と
し
て
門
川
町
内
に

在
住
し
て
い
る
成
人
男
女

●
申
込
方
法

お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
お
問
合
わ
せ

門
川
町
役
場
　
社
会
教
育
課

1
６
３
│

１
１
４
０

障
が
い
の
あ
る
中
学
生
の
仕
事
体
験

「
ぷ
れ
ジ
ョ
ブ
」
に
同
行
・
サ
ポ
ー
ト
す
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

☆
対
象

18
歳
以
上
で
、
責
任
を
持
っ
て
支
援
を
行

う
こ
と
が
で
き
、
ぷ
れ
ジ
ョ
ブ
に
参
加
し

て
い
る
生
徒
の
保
護
者
等
で
な
い
こ
と

※
資
格
不
要

☆
条
件

週
一
回
一
時
間
程
度
の
活
動
（
放
課
後
）

※
活
動
費
を
支
給

﹇
お
問
い
合
わ
せ
先
﹈

延
岡
市
た
い
よ
う
支
援
学
校

就
労
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
田
畑

1
０
９
８
２
│

３
７
│

６
４
３
３

「
サ
ポ
ー
ト
講
座
」

「
デ
ジ
カ
メ
の
画
像
で
カ
レ
ン
ダ
ー
が
作
り

た
い
」「
こ
ん
な
案
内
状
が
作
り
た
い
」
…

個
人
個
人
の
パ
ソ
コ
ン
に
関
す
る
質
問

に
お
答
え
し
ま
す
。
ご
自
分
の
ノ
ー
ト
パ

ソ
コ
ン
を
持
ち
込
ん
で
の
講
座
に
な
り
ま

す
。
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
を
お
持
ち
で
な
い

方
に
は
お
貸
し
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

（
た
だ
しw

in
d
ow
s98

に
な
り
ま
す
）

●
内
容

テ
キ
ス
ト
を
使
っ
た
講
義
方
式
の
講
座

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
受
講
生
が
自
分
で
学

習
し
た
い
こ
と
を
持
ち
込
み
、
直
接
講
師

に
教
わ
る
講
座
で
す

●
日
時

①
11
月
９
日(

月)

午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

②
11
月
９
日(

月)

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分

③
11
月
12
日(

木)
午
前
９
時
30
分
〜
午
前
11
時
30
分

④
11
月
12
日(
木)

午
後
７
時
30
分
〜
午
後
９
時
30
分

●
定
員
　
①
〜
④
各
10
名

20 広報かどがわ10月

ト
ラ
ッ
ク
協
会
総
合
研
修
会
館
２
階

1
０
９
８
５
│

５
３
│

５
３
８
５

【
森
の
学
舎
の
整
備
】

【
日
時
】

10
月
３
日
、
10
日
　
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

【
内
容
】
子
ど
も
の
森
の
活
動
拠
点
で
あ
る
森

の
学
舎
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
、
宿
泊
が
可
能
な
環

境
体
験
学
習
を
開
催
す
る
た
め
の
環
境
づ
く
り

と
し
て
、
風
呂
棟
な
ど
を
設
置
し
ま
す
。
風
呂

棟
に
は
五
右
衛
門
風
呂
を
作
り
ま
す
。

【
竹
林
の
整
備
】

【
日
時
】

10
月
17
日
、
24
日
、
30
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

【
内
容
】
森
の
学
舎
の
裏
山
で
手
入
れ
が
さ
れ

て
い
な
い
竹
林
の
一
部
を
、
子
ど
も
た
ち
が
遊

ぶ
こ
と
の
で
き
る
広
葉
樹
の
林
に
再
生
し
、
人

や
動
植
物
に
や
さ
し
い
自
然
環
境
と
水
源
か
ん

養
や
災
害
の
防
止
な
ど
森
林
の
公
益
的
機
能
の

維
持
増
進
を
図
り
ま
す
。

【
集
合
場
所
】
森
の
学
舎
　
午
前
８
時
50
分
集
合

【
携
行
品
】
滑
り
に
く
い
靴
、
作
業
ズ
ボ
ン
、
長

袖
シ
ャ
ツ
、
帽
子
、
タ
オ
ル
、
水
筒
、
着
替
え

【
そ
の
他
】
傷
害
保
険
に
加
入
し
ま
す
。
雨
天

中
止
。

【
お
問
い
合
わ
せ
・
申
し
込
み
先
】

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
　
子
ど
も
の
森

1
０
９
８
２
│

９
５
│

７
８
０
０

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

h
ttp
://w
w
w
.kod

om
on
om
ori.in

fo

税
等
）
に
合
致
す
る
方
。

【
貸
付
金
額
（
貸
付
対
象
者
一
人
に
対
し
て
）】

・
貸
付
と
同
時
に
一
時
金
／
15
万
５
千
円

・
貸
付
期
間
中
月
額
／
２
万
円

・
小
・
中
学
校
入
学
時
に

入
学
支
度
金
／
４
万
４
千
円

【
貸
付
期
間
】

貸
付
決
定
の
月
か
ら
中
学
卒
業
の
月
ま
で

【
利
子
】
無
利
子

【
返
還
方
法
】

一
括
返
還
ま
た
は
、
20
年
以
内
の
均
等
割
賦

（
月
賦
・
半
年
賦
・
年
賦
）
に
よ
る
返
還
方
法

を
選
択
。（
高
校
・
大
学
に
進
学
し
た
場
合
、

在
学
期
間
は
返
還
猶
予
で
き
る
）

「
介
護
料
支
給
」

【
対
象
者
】

自
動
車
事
故
で
「
脳
」、「
脊
髄
」、「
胸
腹
部
臓

器
」
を
損
傷
し
、
重
度
の
後
遺
障
害
を
持
ち
、

「
常
時
」
又
は
「
随
時
」
の
介
護
が
必
要
と
な

っ
た
方
。

【
支
給
額
】

常
時
要
介
護
の
方
／
自
賠
責
後
遺
障
害
等
級

「
１
級
１
号
」
又
は
「
１
級
２
号
」

月
額
／
５
８
、５
７
０
円
〜
１
３
６
、８
８
０
円

随
時
要
介
護
の
方
／
自
賠
責
後
遺
障
害
等
級

「
２
級
１
号
」
又
は
「
２
級
２
号
」

月
額
／
２
９
、２
９
０
円
〜
５
４
、０
０
０
円

詳
細
は
、
自
動
車
事
故
対
策
機
構
　
宮
崎
支
所

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

【
所
在
地
】

〒
８
８
０
│

０
９
１
３

宮
崎
市
恒
久
１
丁
目
７
番
21
号

生
管
理
活
動
を
積
極
的
に
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

労
働
者
も
自
身
の
健
康
管
理
に
務
め
ま
し
ょ

う
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】
宮
崎
労
働
局
労
働
基
準
部

安
全
衛
生
課
　
1
０
９
８
５
│

３
８
│

８
８
３
５

県
で
は
、
無
料
の
労
働
相
談
を
行
っ
て
い
ま

す
。
職
員
に
よ
る
相
談
は
随
時
、
労
働
施
策
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
（
社
会
保
険
労
務
士
）
に
よ
る
相

談
は
、
事
前
に
御
予
約
い
た
だ
い
た
上
で
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
、
御
利
用
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

延
岡
総
務
商
工
セ
ン
タ
ー

1
０
９
８
２
│

３
３
│

２
８
６
２

宮
崎
県
最
低
賃
金
は
、
今
年
10
月
14
日
か
ら

「
時
間
額
６
２
９
円
」
に
改
正
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

最
低
賃
金
は
臨
時
、
パ
ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト

を
含
む
宮
崎
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者
に

適
用
さ
れ
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】

宮
崎
労
働
局
労
働
基
準
部
　
賃
金
室

1
０
９
８
５
│

３
８
│

８
８
３
６

「
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
貸
付
」

【
対
象
者
】

自
動
車
事
故
に
よ
り
死
亡
ま
た
は
重
度
の
後
遺

障
害
が
残
っ
た
方
の
お
子
様
（
０
歳
〜
中
学
校

を
卒
業
ま
で
）
を
対
象
と
し
、
そ
の
保
護
者
の

生
活
状
況
が
、
一
定
の
要
件
（
住
民
税
の
非
課

町
立
平
城
保
育
所
と
中
央
保
育
所
に
Ａ
Ｅ

Ｄ
を
設
置
し
ま
し
た
。

保
育
園
児
の
突
然
の
心
停
止
に
対
処
す
る
た

め
設
置
し
た
も
の
で
す
が
、
大
人
の
方
に
も
対

処
で
き
ま
す
。
両
保
育
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
認
識
し
て
い
た
だ
き
、
万
一
の
際
は
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
10
月
14
日
（
水
曜
）
午
後
一
時
よ
り

四
時
ま
で

【
会
場
】

日
向
市
中
央
公
民
館
２
階
視
聴
覚
室

【
相
談
内
容
】

相
続
遺
言
に
関
す
る
こ
と

契
約
書
、
示
談
書
、
内
容
証
明
書
等

建
設
業
等
各
種
営
業
許
可

農
地
転
用
や
開
発
行
為
に
つ
い
て

車
庫
証
明
、
自
動
車
登
録

法
人
設
立
手
続
き

そ
の
他
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類

「
ト
ッ
プ
が
決
意
　
み
ん
な
が
つ
く
る
心
の

健
康
・
明
る
い
職
場
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
第

60
回
全
国
労
働
衛
生
週
間
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

こ
れ
は
、
自
主
的
な
労
働
衛
生
管
理
活
動
を

推
進
し
、
労
働
者
の
健
康
の
保
持
増
進
と
快
適

な
職
場
環
境
を
作
る
た
め
に
毎
年
行
わ
れ
て
い

る
も
の
で
す
。

こ
の
週
間
を
機
会
に
、
各
事
業
場
が
労
働
衛

生
の
意
識
の
高
揚
を
図
り
、
自
主
的
な
労
働
衛

町
立
保
育
所
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
設
置
し
ま
し
た

行
政
書
士
無
料
相
談
会

10
／
１
〜
10
／
７
全
国
労
働
衛
生
週
間

無
料
労
働
相
談
の
お
知
ら
せ

宮
崎
県
最
低
賃
金
が
時
間
額
６
２
９
円

に
改
正

森
の
学
舎
と
竹
林
の
整
備
事
業
参
加
者

募
集

「
交
通
遺
児
等
育
成
資
金
の
貸
付
」
・

「
介
護
料
支
給
」
の
ご
案
内
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○
門
川
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

1
０
９
８
２
│

６
３
│

０
９
５
０

○
日
豊
造
園

1
０
９
８
２
│

６
３
│

４
３
１
９

○
原
田
庭
樹
園
土
木

1
０
９
８
２
│

６
３
│

５
０
１
９

な
お
、
周
辺
住
民
よ
り
連
絡
が
あ
っ

た
場
合
は
、
環
境
建
設
課
よ
り
直
接
、

依
頼
文
書
を
送
ら
せ
て
い
た
だ
く
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
際
は
ご
協
力

の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】】

環
境
建
設
課
環
境
係

1
６
３
│

１
１
４
０
（
内
線
２
８
６
）

本
町
で
は
、
町
民
が
健
康
で
安
全
、

か
つ
快
適
な
生
活
が
営
ま
れ
る
生
活
環

境
を
確
保
す
る
た
め
、
門
川
町
環
境
保

全
条
例
を
定
め
、
空
き
地
等
に
お
け
る

雑
草
の
放
置
防
止
に
努
め
て
お
り
ま
す
。

雑
草
が
放
置
さ
れ
た
土
地
は
害
虫
等

の
温
床
と
な
る
ほ
か
、
冬
季
に
は
火
災

の
危
険
も
危
惧
さ
れ
、
周
辺
住
民
の
方

の
迷
惑
と
な
り
ま
す
。

ご
自
分
が
所
有
・
管
理
さ
れ
て
い
る

土
地
で
空
き
地
と
な
っ
て
い
る
場
所
が

あ
る
方
は
、
所
有
地
の
状
況
を
確
認
し
、

雑
草
の
刈
り
取
り
が
必
要
で
あ
れ
ば
、

対
処
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
ご
自
分
で
刈
り
取
り
が
困
難

な
場
合
は
、
町
内
に
下
記
の
業
者
が
お

り
ま
す
の
で
刈
り
取
り
の
依
頼
を
申
し

込
ま
れ
て
も
結
構
で
す
。
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★
水
道
料
金
の
口
座
振
替
に
つ
い
て

10
月
26
日
は
、
９
月
分
の
口
座
振
替
日
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
10
月
26
日
に
引
落
し
で
き
な
か
っ
た

場
合
は
、
11
月
10
日
に
再
振
替
し
ま
す
。
な
お
、
８
月
分
の
再
振
替
は
10
月
13
日
に
行
な
い
ま
す
。

★
水
道
料
金
の
納
付
書
に
つ
い
て

今
月
上
旬
に
水
道
料
金
９
月
分
の
納
付
書
を
発
送
す
る
予
定
で
す
。
納
付
書
は
ハ
ガ
キ
タ
イ
プ
に
な

っ
て
お
り
、
丁
寧
に
は
が
し
て
料
金
を
ご
確
認
の
上
、
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
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10月のカレンダー
（平成21年９月11日現在）

椎
葉
村
に

昔
か
ら
語
り

継
が
れ
て
き

た
平
家
の
末

裔
「
鶴
富
姫
」

と
源
氏
の
武

将
「
那
須
大

八
郎
」
と
の

悲
恋
物
語
を

題
材
に
行
わ

れ
る
ま
つ
り

で
、
今
年
は
11
月
６
〜
８
日
の
３
日
間

に
わ
た
り
開
催
さ
れ
ま
す
。

メ
イ
ン
の
イ
ベ
ン
ト
は
７
〜
８
日
に

開
催
さ
れ
る
、
大
和
絵
巻
武
者
行
列
で

す
。
き
ら
び
や
か
な
衣
装
を
ま
と
っ
た

平
家
方
と
勇
ま
し
い
姿
の
騎
馬
武
者
達

の
パ
レ
ー
ド
は
８
０
０
年
前
の
時
代
を

今
に
感
じ
さ
せ
て
く
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。こ

の
３
日
間
は
奥
日
向
路
に
位
置
す

る
椎
葉
村
が
源
平
ロ
マ
ン
一
色
と
な
り

ま
す
。
是
非
お
越
し
下
さ
い
。

【
期
日
】

11
月
６
日(

金)

〜
８
日(

日)

【
場
所
】

上
椎
葉
街
道
（
役
場
周
辺
）

【
お
問
合
わ
せ
先
】

「
椎
葉
平
家
ま
つ
り
」
実
行
委
員
会

（
椎
葉
村
役
場
総
務
課
）

1
０
９
８
２
│

６
７
│

３
２
０
３

土
9/27 2 3

土
29 30 10/1

日
28
月 火 水 木 金

4 9 106 7 85

11 16 1713 14 1512

18 23 2420 21 2219

25 30 3127 28 2926

門川中
高校説明会
（8:55～11:30
同校体育館）
西門川小ふれあい活動
（三ケ瀬地区）
（13:40～15:20
三ケ瀬集落センター）

宮崎県精神保健
福祉大学
（12:30～15:30
日向市文化交流セ
ンター）
五十鈴小就学時
健診（13:40～）

親子で楽しむ
レクリエーション教室
（9:00～12:00
中央公民館）
日向地区中学校
秋季大会
（～4日　各会場）

かどがわ温泉
心の杜休館日

農業用廃プラス
チック搬入日
（8:30～11:30
門川町清掃工場）
遊学塾
（9:30～12:00
中央公民館）

節約計画ひまわり
の会（金融学習会）
（10:00～12:00
草川保育園子育て支
援センター）
高齢者教室
（9:00～12:00
中央公民館）

門川中高校説明会
（8:30～11:30
同校体育館）

楽しい野菜づく
り教室
（9:00～12:00
町内）
乳がん検診(役場)

西門川児童館・
小学校・中学校
合同運動会
（8:45～15:30
同校運動場）
平城・中央保育所・
草川保育園運動会
乳がん検診(役場)

体育の日 行政相談日
（10:00～15:00
門川町総合福祉セ
ンター）
つどいの広場
（10:00～12:00
かどがわ温泉心の杜
チャイルドルーム）

東臼杵郡スポー
ツ大会（諸塚村）
おはなし会
（10:30～町立図書館）
後期乳児健診
（H21年1・2月生）
（13:30～14:00受付
総合福祉センター）

日向地区中学校
秋季大会（陸上）
門川小就学時健診
（午後　同校体育館）
郷土史講座
（13:30～15:30
中央公民館）

全国スポーツ・
レクリエーション祭
女子ソフトボール競技
（～20日
8:00～17:00
海浜総合公園）
セット(胃・肺)検診
（役場）

門川保育園
運動会
セット(胃・肺)検診
（役場）

遊学塾
（9:00～12:00
中央公民館）
2才児歯科健診
（H19年4・5月生）
（13:15～14:00受付
総合福祉センター）

1才6ヵ月児健診
（H20年2・3月生）
（13:15～14:00受付
総合福祉センター）

門川中秋桜祭
（文化祭）
（9:00～15:50
同校体育館）
楽しい野菜づくり
教室
（9:00～12:00
町内）

門川みんなと朝市
（8:30～10:30
門川漁港）
五十鈴小・
門川小・草川小　
秋季大運動会
（各校運動場）

行政相談所開設
（10:00～15:00
門川町総合福祉セ
ンター）

おはなし会
（10:30～
町立図書館）

西門川小ふれあい
活動（大内原地区）
（13:40～15:30
大内原地区河川敷）
西門川中ハンディ
キャップ体験学習
（14:05～15:55
同校）

宮崎県青少年
芸術劇場
（10:00～11:30
西門川小中学校体育館）
草川小就学時診断
（13:40～15:40）

いきいきまちフェ
スティバルin門川
門川町総合文化祭
（合唱のつどい、
作品展等）
（～11/1 9:00～
16:00 門川町総
合文化会館周辺）



＜作り方＞
１　①３枚におろしたいわしをＡ（しょうゆ：酒：しょうが汁＝４：２：１）につけこんでおく
②片栗粉をまぶしてフライパンで焼き、Ｂ（だし汁：しょうゆ：みりん：酒＝６：１：１：１）を加え、いわしを
煮る
③いわしをごはんに盛りつけ、残ったＢは煮つめて上からかける

２　①材料を食べやすい大きさに切り、だし汁で煮る。具材が煮えたら調味料を加える

３　①具材を食べやすい大きさに切り、にんじんとしいたけはだし汁と調味料で煮ておく
②①の煮汁を冷まし、溶き卵と混ぜ合わせる。一度ザルを通してこしておく（←卵液）
③耐熱容器に具材と卵液をいれ、アルミでふたをして蒸す。三つ葉は蒸しあがる直前に入れる。
☆レンジで蒸す：レンジの弱（200Wくらい）で５～８分。

（蒸し時間は機種によって異なるので、様子をみながら調節してください）
☆鍋で蒸す：鍋に耐熱容器が半分つかるくらいのお湯を入れる。沸騰したら容器をいれ、強火で２分→弱火で10

～13分。

４　①材料をすべてせん切りにし、軽く塩をして水をだしておく。えびはレンジで１分加熱しておく
②調味料を合わせてドレッシングを作る

５　①さつまいもを水洗いし、皮付きのままラップにつつんでレンジで５分加熱。粗熱をとって大きめの乱切りにし、
表面をフライパンで焼く
②（さとう：しょうゆ：酢：水＝8：2：1：4）を火にかけ、煮詰まってきたらさつまいもと黒ゴマを加えてからめる

◎集合税　　　　　 ５期

「広報かどがわ」についてのご意見･ご要望は総務企画課までハガキかFAXでお送りください。

発行日／平成21年10月１日
発行編集／門川町役場　総務企画課
〒889-0696 宮崎県東臼杵郡門川町本町1-1
TEL(0982)63-1140㈹　FAX(0982)63-1356
印刷／安井株式会社

●町内人口

（ ）内は前月

９月１日現在

男

8,878
（8,863）

9,968
（9,964）

18,846
（18,827）

7,145
（7,140）

女 計 世帯数

お問い合わせ　町民課　健康づくり係

今月の納期

納期内に納入しましょう!!

～やっちみろや健康づくり21～『健康づくりは食事から』
食べ物のおいしい季節になってきました。脂ののった秋刀魚やさば。青魚の

脂は血液をさらさらにして生活習慣病を予防してくれます。おいしくて体にい
いなんてうれしいですね。

“パーフェクトメニュー”というのは1日に
必要な栄養素の約3分の1が過不足なくとれる
という意味。


